





















い 21～32 歳の若年健常成人 17 名である（女性群 12 名、


























女性群 39.7kPa、男性群 55.3kPa であった。PRCF は女
性群 116.5kPa、男性群は 210.0kPa であった。PRCF-t は





 構音機能の群ごとの平均値は、/ta/DDK では女性群 8.0
回／秒、男性群 8.4 回／秒であった。/ka/DDK では女性
群 7.4 回／秒、男性群７.4 回／秒であった。普通音読では
女性群 13.6 秒、男性群 14.1 秒であった。速読では女性群
9.3 秒、男性群 8.7 秒であった。男女間でいずれの指標も
有意差を認めなかった。 
























PRCF に到達したときの舌圧は MAX-TP の 50％程度
であり男女で有意差を認めなかったことからも、個人ごと
で筋力を効率良く発揮できる状態に素早く到達できる能
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